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災
害
発
生
時
に
は
、
日
本
赤
十
字
社

が
常
備
編
成
す
る
救
護
班
、
日
本
医
師

会
が
組
織
す
る
Ｊ
Ｍ
Ａ
Ｔ
（
日
本
医
師

会
災
害
医
療
チ
ー
ム
）、
阪
神
・
淡
路

大
震
災
の
教
訓
を
生
か
し
発
足
し
た
日

本
Ｄ
Ｍ
Ａ
Ｔ
な
ど
多
く
の
チ
ー
ム
が
協

力
し
て
、災
害
医
療
活
動
に
従
事
し
ま
す
。

■
Ｄ
Ｍ
Ａ
Ｔ
と
は
？

　
災
害
派
遣
医
療
チ
ー
ム
「D

isaster 
M

edical A
ssistance Team

」
の

頭
文
字
を
取
り
、
略
し
て
「
Ｄ
Ｍ
Ａ
Ｔ

（
デ
ィ
ー
マ
ッ
ト
）」
と
呼
ば
れ
て
い
ま

す
。
医
師
、看
護
師
、業
務
調
整
員
（
医

師
や
看
護
師
以
外
の
医
療
職
及
び
事
務

職
員
）
の
１
チ
ー
ム
最
低
４
名
で
構
成

さ
れ
、
厚
生
労
働
省
が
実
施
す
る
専
門

的
な
研
修
や
試
験
を
受
け
た
医
療
チ
ー

ム
で
す
。

　
Ｄ
Ｍ
Ａ
Ｔ
は
、
災
害
急
性
期
（
発
災

か
ら
概
ね
48
時
間
以
内
）
に
活
動
で
き

る
機
動
性
と
自
己
完
結
性

を
備
え
て
い
ま
す
。
災
害

時
に
多
く
の
傷
病
者
が
運

ば
れ
る
被
災
地
内
の
病
院

機
能
を
維
持
・
拡
充
す
る

た
め
の
支
援
活
動
や
、
重
症
傷
病
者
を

被
災
地
外
の
医
療
機
関
へ
搬
送
す
る
広

域
医
療
搬
送
な
ど
専
門
性
を
活
か
し
た

医
療
的
支
援
を
行
い
ま
す
。

■
医
療
機
関
で
の
災
害
対
応
体
制
と 

　
情
報
シ
ス
テ
ム

　
災
害
発
生
時
、
す
べ
て
の
医
療
機
関

は
、
職
員
や
患
者
さ
ん
の
生
命
と
健
康

を
守
る
た
め
、
災
害
モ
ー
ド
に
切
り
変

え
て
機
能
維
持
を
図
り
ま
す
。
被
災
に

よ
り
建
物
倒
壊
の
危
険
性
が
あ
る
場
合

や
、
病
院
機
能
維
持
が
困
難
な
場
合
に

は
、
病
院
か
ら
避
難
す
る
こ
と
も
あ
り

得
ま
す
。
ま
た
災
害
時
は
医
療
需
要
と

医
療
資
源
の
ア
ン
バ
ラ
ン
ス
が
生
ま
れ

る
た
め
、
医
療
提
供
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を

効
率
的
に
行
う
必
要
が
あ
り
ま
す
。
国
、

都
道
府
県
、
医
療
機
関
等
は
、
Ｅ
Ｍ
Ｉ

Ｓ
な
ど
を
活
用
す
る
こ
と
で
被
災
状
況

を
把
握
し
、
都
道
府
県
災
害
対
策
本
部
、

Ｄ
Ｍ
Ａ
Ｔ
な
ど
と
連
携
を
取
り
、
応
援

の
派
遣
、
搬
送
調
整
、
搬
出
ト
リ
ア
ー

ジ
や
患
者
情
報
の
伝
達
な
ど
が
行
わ
れ

ま
す
。

　
Ｅ
Ｍ
Ｉ
Ｓ
（
イ
ー
ミ
ス
）
と
は
？

　
Ｅ
Ｍ
Ｉ
Ｓ
（
広
域
災
害
・
救
急
医
療

情
報
シ
ス
テ
ム
）
は
、
被
災
地
に
お
け

る
人
・
モ
ノ
・
情
報
の
ニ
ー
ズ
に
対
応

す
る
た
め
に
、
災
害
時
の
医
療
情
報
を

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
集
約
・
共
有
し
、

被
災
地
支
援
時
に
役
立
て
ら
れ
る
よ
う

に
し
た
ツ
ー
ル
で
す
。
医
療
機
関
や
避

難
所
の
支
援
に
必
要
な
情
報
を
集
約
す

る
機
能
や
Ｄ
Ｍ
Ａ
Ｔ
や
救
護
班
の
活
動

状
況
を
可
視
化
す
る
機
能
、
広
域
医
療

搬
送
時
の
患
者
管
理
機
能
な
ど
が
あ
り

ま
す
。

　
医
療
機
関
に
お
い
て
は
安
否
確
認
の

意
味
が
あ
り
、
発
災
時
に
は
速
や
か
に

Ｅ
Ｍ
Ｉ
Ｓ
に
被
害
状
況
の
入
力
を
行
い
、

要
支
援
か
否
か
を
発
信
し
、
そ
の
後
も

定
期
的
に
情
報
更
新
し
ま
す
。

■
災
害
訓
練

　
災
害
が
起
き
れ
ば
各
被
災
地
へ
派
遣

さ
れ
被
災
地
内
で
の
活
動
を
行
い
、
当

院
が
被
災
す
れ
ば
院
内
の
災
害
対
応
を

行
い
ま
す
。
ま
た
、
災
害
が
起
き
な
く

て
も
定
期
的
に
訓
練
（
内
閣
府
が
主
導

シリーズ
第189話

の
政
府
総
合
防
災
訓
練
、
中
部
ブ
ロ
ッ

ク
実
動
訓
練
（
写
真
）
な
ど
）
に
参
加

し
、
高
度
か
つ
専
門
的
な
訓
練
を
繰
り

返
し
、
技
能
維
持
を
図
り
、
平
時
か
ら

災
害
に
備
え
て
い
ま
す
。

　
万
が
一
の
時
の
備
え
と
し
て
Ｄ
Ｍ
Ａ

Ｔ
は
活
動
し
て
い
ま
す
。
行
政
（
県
・

市
町
村
）
や
消
防
、
警
察
、
自
衛
隊
な

ど
と
も
連
携
を
取
り
な
が
ら
、「
避
け
ら

れ
た
災
害
死
を
減
ら
す
」「
一
人
で
も
多

く
の
命
を
助
け
る
」
た
め
に
、
災
害
拠

点
病
院
、
Ｄ
Ｍ
Ａ
Ｔ
指
定
医
療
機
関
と

し
て
の
役
割
を
果
た
し
て
い
き
ま
す
。

ほ
の
か
診
察
室

災
害
医
療
に
つ
い
て
②

　
〜
Ｄ
Ｍ
Ａ
Ｔ
の
紹
介
〜
監修
市民病院
DMAT
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